
 アレルギー症状への対応について 

（１）対応の手順 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アレルギー 

症状がある 

（食物の関与が 

      疑われる） 

原因食物を 

食べた 

（可能性を含む） 

原因食物に 

触れた 

（可能性を含む） 

発見者（管理職が到着するまでのリーダー代行となる） 

① 生徒から目を離さず、観察を行う。一人にしない。 

② 大声で助けを呼び、他の教職員を集める。 

③ エピペン・内服薬・AEDを持ってくるよう指示する。 

緊急性が高いアレルギー症状はあるか 

（５分以内に判断する） 

 ある 

他の教員 

 
リーダーが 

役割分担 

する 

校 長 
（副校長） 

 

到着次第 

リーダー 

となる 

ただちに合流 

ただちにエピペン使用・１１９番通報を行う！ 

リーダー（校長など） 
・それぞれの役割の確認・指示 

・エピペンの使用または介助 

・心肺蘇生やAEDの使用 

教職員A（準備） 
・「危機管理マニュアル」の準備 

・エピペンの準備 

・内服薬の準備 

・AEDの準備 

・エピペンの使用または介助 

・心肺蘇生やAEDの使用 
教職員 B（連絡） 

・救急車を要請する 

・保護者への連絡 

・さらに人を集める 

教職員C（記録） 
・観察を開始した時刻を記録 

・エピペンを使用した時刻を記録 

・内服薬を飲んだ時刻を記録 

・５分ごとに症状を記録 

教職員D～F（その他） 
・他の生徒の対応 

・救急車の誘導・導線の確保 

・エピペンの使用または介助 

・心肺蘇生やAEDの使用 

・保護者への連絡 

  …その他、リーダーの指示に 

    従う。 

① 内服薬を 

飲ませる 

 

② 保健室または 

  安静にできる 

  場所へ移動 

 

③ ５分ごとに症状

を観察し、症状

チェックシート

（p.28）に従い

対応する。緊急

性の高いアレル

ギー症状の出現

には特に注意す

る。 

ない 

エピペン使用後 

①その場で安静にし、救急隊を待つ 

②可能なら内服薬を飲ませる 

反応がなく、呼吸がない場合 

エピペンを使用し、１

０～１５分後に症状の

改善が見られない場

合、エピペンが２本以

上あれば次のエピペン

を使用する。 心肺蘇生を行う 
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